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〇
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中
国
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

旧
日
本
軍
が
終
戦
時
に
中
国
に
遺
棄
し
た
毒
ガ
ス
等
の
化
学
兵
器
は
、
戦
後
六
〇
余
年
を
経
て
な
お
、
中
国
の
大
地
に
眠
っ

て
い
る
。
今
も
中
国
に
生
き
る
人
々
の
命
を
奪
い
、
身
体
を
蝕
み
、
環
境
を
脅
か
し
続
け
る
「
現
在
進
行
形
の
被
害
」
で
あ

る
。廃

棄
処
理
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七
年
の
化
学
兵
器
禁
止
条
約
発
効
に
よ
り
日
本
政
府
の
責
任
に
お
い
て
一
〇
年
以
内
に
回

収
・
無
害
化
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
は
作
業
が
す
べ
て
終
了
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本

政
府
は
二
〇
〇
六
年
、
化
学
兵
器
禁
止
機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）
に
対
し
、
作
業
が
進
ま
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
廃
棄
期
限
延
長

の
申
請
を
行
い
、
二
〇
一
二
年
ま
で
の
五
年
間
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

中
国
政
府
は
一
貫
し
て
早
期
処
理
を
求
め
て
い
る
が
、
処
理
事
業
は
遅
滞
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
立
ち

至
っ
た
理
由
等
を
質
す
た
め
、
以
下
質
問
す
る
。

一

中
国
各
地
に
埋
匿
さ
れ
て
い
る
砲
弾
等
化
学
兵
器
の
数
は
、
最
も
多
い
吉
林
省
ハ
ル
バ
嶺
で
推
定
三
〇
か
ら
四
〇
万
発
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
間
に
ハ
ル
バ
嶺
以
外
の
中
国
各
地
か
ら
回
収
さ
れ
た
砲
弾
は
わ
ず
か
四
万
四
千
発
で
あ

る
が
、
そ
れ
す
ら
「
回
収
・
保
管
」
に
す
ぎ
ず
、
「
最
終
処
理
」
に
は
ほ
ど
遠
い
。
一
九
九
九
年
七
月
の
「
中
国
に
お
け
る

一



日
本
の
遺
棄
化
学
兵
器
の
廃
棄
に
関
す
る
覚
書
」
発
効
よ
り
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
処
理
作
業
の
内
容
と
進
行
状
況
を
、
各
年

度
別
に
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

一
九
九
九
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
の
処
理
事
業
に
か
か
る
予
算
執
行
額
六
一
七
億
円
（
〇
七
年
度
は
補
正
後
予
算

額
）
の
う
ち
、
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
累
計
は
二
三
七
億
円
、
二
〇
〇
四
年
度
以
降
の
四
年
間
の
累
計
は
三
八
〇

億
円
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
度
を
境
に
し
て
急
激
に
一
六
〇
％
に
も
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
理
由
は
何
か
、
具
体
的
に
示
さ

れ
た
い
。

三

一
九
九
九
年
度
か
ら
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
予
算
執
行
額
二
三
七
億
円
の
う
ち
、
八
〇
％
に
当
た
る
一
八
九
億

円
が
「
調
査
研
究
費
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
調
査
研
究
費
」
の
細
目
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年

度
以
降
、
「
調
査
研
究
費
」
が
発
生
し
て
い
な
い
理
由
は
何
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
〇
四
年
三
月
に
設
立
さ
れ
、
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
の
総
合
管
理
業
務
を
随
意
契
約
で
独
占
受
注
し
て
き
た
「
株

式
会
社
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
機
構
」
（
以
下
機
構
）
の
親
会
社
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
以
下
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
に
対
し
、
事
業
費
の
水
増
し
請
求
等
不
正
経
理
の
疑
い
で
東
京
地
検
特
捜
部
の
捜
査
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
間
の
機
構
の
契
約
履
行
状
況
や
、
処
理
事
業
全
体
の
予
算
に
対
す
る
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
会
計
検
査
院
か

二



ら
指
摘
を
受
け
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば
そ
の
詳
細
を
示
さ
れ
た
い
。

五

内
閣
府
は
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
発
注
し
て
い
た
。
二

〇
〇
三
年
度
ま
で
の
契
約
金
額
は
六
〇
億
円
以
上
で
あ
り
、
機
構
に
支
払
わ
れ
た
二
三
〇
億
円
を
併
せ
る
と
三
〇
〇
億
円
も

の
資
金
が
当
該
グ
ル
ー
プ
企
業
に
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。
処
理
作
業
の
遅
滞
を
考
え
る
と
、
壮
大
な
「
無
駄
遣
い
」
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

六

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
機
構
と
の
随
意
契
約
を
解
除
し
、
一
般
公
募
入
札
で
受
託
会
社
を
決
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
断

は
当
然
だ
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
一
定
の
知
見
や
成
果
な
ど
が
途
絶
し
、
出
発
点
に
立
ち
戻
る

可
能
性
は
な
い
か
。
知
見
や
成
果
は
政
府
の
所
有
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
保
全
さ
れ
、
誰
の

責
任
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
る
の
か
。

七

日
中
両
国
は
二
〇
〇
七
年
四
月
、
「
日
中
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
連
合
機
構
」
を
設
立
、
吉
林
省
ハ
ル
バ
嶺
に
大
規
模
処
理

施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
「
手
続
き
」
を
担
う
予
定
と
い
う
。
し
か
し
最
終
処
理
期
限
が
二
〇
一
二
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
速
や
か
に
着
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ハ
ル
バ
嶺
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
中
国
全
土
の
化
学
兵

器
の
最
終
処
理
に
つ
い
て
、
期
限
ま
で
に
着
実
に
完
遂
で
き
る
こ
と
を
示
す
処
理
計
画
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三



八

中
国
各
地
に
お
い
て
、
遺
棄
化
学
兵
器
に
よ
る
死
傷
事
故
や
健
康
被
害
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り
、
損
害
賠
償
を
求
め

る
裁
判
が
提
訴
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
七
月
の
東
京
高
裁
判
決
で
は
損
害
賠
償
を
求
め
る
原
告
側
が
逆
転
敗
訴
し
た
も

の
の
、
日
本
政
府
が
遺
棄
兵
器
の
情
報
を
中
国
政
府
に
提
供
す
る
こ
と
は
「
国
家
と
し
て
の
責
務
」
で
あ
り
、
「
総
合
的
政

策
判
断
の
下
に
全
体
的
か
つ
公
平
な
救
済
措
置
の
策
定
が
望
ま
れ
る
」
と
す
る
異
例
の
付
言
が
あ
っ
た
。
戦
争
に
よ
る
負
の

遺
産
の
解
決
に
向
け
、
良
好
な
日
中
関
係
の
構
築
に
寄
与
す
る
た
め
に
も
、
人
道
的
見
地
か
ら
被
害
者
に
対
し
て
何
ら
か
の

救
済
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

九

日
中
双
方
が
協
力
し
て
発
掘
・
回
収
・
処
理
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
、
二
〇
一
二
年
ま
で
に
著
し
い
進
捗
が
得
ら
れ
る
か

否
か
は
、
今
後
の
日
中
関
係
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

四


